
すべてのいのちを守るための月間 2022.9.1-10.4

ともに 「すべてのいのちを守るための月間」を よりよく過ごすために

キャンペーンの羅針盤である 回勅 『ラウダート・シ』 『兄弟の皆さん』 とともに この月間をすごして いきましょう

9.25－10.4



9/25 (日) 創造主への祈り

人類の父である主よ、

あなたはお造りになったすべての人に、分け隔てなく尊厳をお与えに

なりました。

わたしたちの心に、兄弟姉妹への愛を目覚めさせてください。

再会、対話、正義、平和の夢を、呼び覚ましてください。

飢えも貧困もなく、暴力も戦争もない、

より健全な社会とより尊厳ある世界を築くために、

わたしたちを奮い立たせてください。

あなたが一人ひとりのうちに蒔かれたよいもの、美しいものに気づき、

一致を深め、共通の課題に取り組み、希望を共有して

きずなを強めるために、

わたしたちの心が地上のあらゆる民族と国々に開かれますように。

アーメン。

FT§287

世界難民移住移動者の日

©Isabel Corthier/Caritas



9/26 (月)

Niger ©Ryan Worms/Caritas  

気候の変動は、適応困難

な動植物の生息地移動を

招来するものですが、今

度はそれが貧しい人々の

生計に打撃を与え、そう

して彼らは自分たちと子

どもたちの将来の見当が

まったくつかないまま、

家を後にせざるをえなく

なるのです。環境悪化に

よってますますひどくな

る貧困から逃れようとし

ての移住者数は、痛まし

いまでに増加しています。

LS§25



9/27 (火)

政治の精神の核であるこの愛はつねに、いちばんの弱者に対

する優先的な愛であり、彼らのためのすべての活動の背後に

あるものです。愛によって向かう先が変えられるまなざしだ

けが、他者の尊厳というものを理解させてくれます。貧しい

人々はその深淵な尊厳をもって認識され真価が認められ、独

自の様式と文化ごと尊重されて、そうして、真に社会に溶け

込めるようになるのです。このまなざしこそ、真の政治の精

神の核なのです。

FT§187

Fr Gustavo Gutiérrez OP, theologian／CI GA 2015
Photo by Elodie Perriot/Caritas



9/28 (水)

わたしたちは、自分自身を正直に見つめ、深い満たされなさ

を認めて、真の自由へと新たに歩み始めることができます。

いかなるシステムも、善・真・美へと開く心を、あるいは、

心の奥底で働く神の恵みにこたえるために神から授かった能

力を、完全に押しつぶすことはできません。わたしは、世界

中のすべての人に、わたしたちのものであるこうした尊厳を

忘れないようにと訴えます。この尊厳をわたしたちから奪い

取る権利は、だれにもないのです。

LS§205

Burundi farmer with hoe and bananas／©Isabel Corthier



9/29
(木)

Pond evacuation after drought in Ethiopia
©Joshua Smith/Caritas Switzerland

わたしたちは互いを必要としていること、他者と世界に対して責任を共有

していること、善良で正直であることにはそうするだけの価値があること、

こうした確信を、わたしたちは取り戻さなければなりません。 LS§229



9/30 (金)

あらゆるエコロジカルなアプローチは、

貧しい人や不遇な人の基本的権利を考

慮する社会的視点を組み入れなければ

なりません。財貨は万人のためにある、

すなわち、だれもがそれを用いること

ができるという権利に私有財産は従属

するという原則は、社会的行動におけ

る黄金律であり、「倫理的、社会的秩

序全体の第一原則」なのです。

LS§93

©ACT－Caritas



10/1
(土)

Zimbabwe Food Crisis  ©Isabel Corthier/Caritas

教会内の一致を確かなものとしてくださるよう神に願います。
聖霊の働きによって調和を得る多様性によって、豊かになる
一致です。それぞれが、他とは異なる貢献をする「一つのか
らだとなるために」、「一つの霊によって、わたしたちは、
……洗礼を受け」（一コリント12・13）たのです。 FT§280



10/2
(日)

Sunrise in displaced persons camp in South Sudan ©Paul Jeffrey/Caritas

宇宙は、究極的に神の充満に達するよう定められており、その充満は、すべての
ものの成熟の尺度である復活されたキリストによってすでに達成されています。
知性と愛を授けられ、キリストの充満に引き寄せられている人間は、すべての
被造物を創造主のもとへと連れ戻すよう召されています。 LS§83



10/3
(月)

ケ
ア
の
文
化
を
と
も
に
は
ぐ
く
む
祈
り

わ
た
し
た
ち
の
父
で
あ
る
神
よ
、

あ
な
た
は
す
べ
て
を
良
い
も
の
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
あ
な
た
の
似
姿
と
さ
れ
、

と
も
に
創
造
の
わ
ざ
を
大
切
に
す
る
使
命
を
受
け
て
い
ま
す
。

神
よ
、
と
も
に
暮
ら
す
家
で
あ
る
地
球
を

傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
わ
た
し
た
ち
を
あ
わ
れ
ん
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
と
と
も
に
ケ
ア
の
文
化
を

は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

御
子
イ
エ
ス
の
貧
し
さ
に
よ
っ
て
、

創
造
の
た
ま
も
の
を
分
か
ち
合
い
、

豊
か
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

あ
な
た
の
愛
に
よ
っ
て
隔
た
り
を
乗
り
越
え
、

人
類
が
一
つ
の
家
族
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
。

神
よ
、
聖
霊
を
遣
わ
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
が
無
関
心
に
な
ら
な
い
よ
う

愛
の
火
に
よ
っ
て
強
め
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
愛
と
正
義
に
よ
っ
て

わ
た
し
た
ち
を
新
た
な
連
帯
へ
と
向
か
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

い
の
ち
が
聖
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

す
べ
て
の
人
と
理
解
し
合
い
、

抑
圧
か
ら
平
和
に
向
か
う
、

新
し
い
生
き
方
へ
と
導
か
れ
ま
す
よ
う
に
。

あ
な
た
の
愛
と
い
つ
く
し
み
の
道
を
歩
む
わ
た
し
た
ち
が
、

よ
り
良
い
明
日
の
た
め
に
、

貧
し
い
人
々
の
叫
び
と
地
球
の
叫
び
を
聞
き
、

と
も
に
今
日
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
。

ア
ー
メ
ン
。

［
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
］



10/4 (火)

「
た
た
え
ら
れ
よ

我
が
主
、

あ
な
た
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
、

わ
け
て
も

貴
き
兄
弟

太
陽
に
よ
っ
て
。

彼
は
昼
を
造
り
、

主
は

彼
に
よ
り

我
ら
を
照
ら
す
。

彼
は
大
い
な
る
光
に
よ
っ
て

美
し
く
照
り
輝
き
、

い
と
高
き

あ
な
た
の

み
姿
を
映
す
。

た
た
え
ら
れ
よ

我
が
主
、

姉
妹
な
る
月
と

あ
ま
た
の
星
に
よ
っ
て
。

あ
な
た
は

そ
れ
を

大
空
に
ち
り
ば
め

美
し
く

貴
く

き
ら
め
か
す
。

た
た
え
ら
れ
よ

我
が
主
、

兄
弟
な
る
風

大
気
や
雲

さ
ま
変
わ
る

天
の
事
象
に
よ
っ
て
。

あ
な
た
は

そ
れ
に
よ
り

造
ら
れ
た

す
べ
て
を
支
え
ら
れ
る
。

た
た
え
ら
れ
よ

我
が
主
、

姉
妹
な
る
水
に
よ
っ
て
。

そ
れ
は

み
な
を
生
か
し
、

お
ご
る
こ
と
な
く

貴
く

ま
た
清
ら
か
に
澄
む
。

た
た
え
ら
れ
よ

我
が
主
、

あ
な
た
は

兄
弟
な
る
火
に
よ
っ
て

夜
の
闇
を
照
ら
す
。

彼
は
美
し
く

心
地
よ
く

た
く
ま
し
く

力
あ
ふ
れ
る
」
。

L
S
§
87

存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
の
中
に
映
し
出
さ
れ
る
神
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
き
、
わ
た
し
た
ち
の
心
は
、
す
べ
て
の
被

造
物
の
ゆ
え
に
主
を
賛
美
し
、
す
べ
て
の
被
造
物
と
一
つ
に

な
っ
て
主
を
礼
拝
し
た
い
、
と
い
う
願
望
に
動
か
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
感
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
表
現
し
て
い
る
の
が

ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
賛
歌
で
す
。


